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編 集 後 記

『障害史研究』第３号をお届けします。COVID19の疫禍で十分な調査活動ができないことは、本

誌「活動報告」に載せる「活動記録」の「調査」欄に示されています。「学会報告」「研究会報告」

「講演」の各欄もオンラインのまさにオンパレードです。当科研の研究会もその例外ではありませ

ん。しかし、病と人との関係は当科研のテーマの一つであり、学会シンポや講演・講座などで話す

機会を持ったメンバーが多いのも「活動記録」から同様に窺えます。いわば当事者性をもってテー

マに取り組む機会、このように捉え返すこともできるでしょう。

その意味で、本号には、近世日本の障害研究を、自らが障害を持つ当事者として取り組み、障害

の歴史研究に大きな足跡を残した、生瀬克己を対象とする論考２編を載せることができました。こ

れらの論考が指摘するように、現代からみれば、研究視角や対象（史料）は、障害者ゆえの強い自

意識のためなのか、限定性や偏在性も指摘できるでしょうが、障害史研究、また広く歴史研究に

とって裨益する共有財産であることにかわりはありません。生瀬の成果を位置づける仕事は、今

後、障害史研究に大きな意味をもつものと感じます。

当事者性という観点でいえば、本号の執筆者は、自身が障害者、障害施設に関わりある者、家族

が障害者、そのような立場にある方が占めます。それは一見すると障害史の研究には望ましいこと

にみえますが、それは表面的なことのように思えます。当事者性のあるなしにかかわらず、注目し

てもらうことがより大事であり、科研メンバーはそれぞれの分野から障害史研究の必要性を理解

し、参加しています。かかる広がりが、本誌を介し、さらに多様な人たちの共感を得ながら、確実

になることを願います（の）。
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